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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直列に配設した２段以上の多段の反応槽を用いると共に、フェノール、モノアルキルフ
ェノール、ジアルキルフェノール及びトリアルキルフェノール（但し、これらのモノアル
キルフェノール、ジアルキルフェノール及びトリアルキルフェノールからなるアルキルフ
ェノールにおけるアルキル基の炭素原子数はそれぞれ独立に１～４の範囲である。）から
選ばれる少なくとも１種を、原料である３，３’，５，５’－テトラ－ｔ－ブチル－４，
４’－ビフェノール１モル部に対して、少なくとも０．５モル部を、各反応槽に添加溶媒
として供給しつつ、３，３’，５，５’－テトラ－ｔ－ブチル－４，４’－ビフェノール
を反応溶媒中、酸触媒の存在下に脱ブチル化反応を連続的に行って、４，４’－ビフェノ
ールを製造する方法において、前段の反応槽から後段の反応槽に至るに従い、反応槽への
添加溶媒として、平均アルキル基数のより小さいものを用いると共に、前段と後段の反応
槽における反応温度を２００～２２０℃の範囲とし、前段の反応槽から後段の反応槽に至
るに従い、反応槽の反応温度を高くすることを特徴とする４，４’－ビフェノールの製造
方法。
【請求項２】
　アルキルフェノールがモノブチルフェノール、ジブチルフェノール及びトリブチルフェ
ノールから選ばれる少なくとも１種である請求項１に記載の４，４’－ビフェノールの製
造方法。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、４，４’－ビフェノールの製造方法に関し、詳しくは、直列に配設した２段以
上の多段の反応槽を用いて、３，３’，５，５’－テトラ－ｔ－ブチル－４，４’－ビフ
ェノールを比較的穏和な反応条件下に連続的に脱ブチル化して、効率、収率共によく、４
，４’－ビフェノールを製造する方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
４，４’－ビフェノール（以下、ＢＰという。）は、３，３’，５，５’－テトラ－ｔ－
ブチル－４，４’－ビフェノール（以下、ＴＢＢＰという。）の脱ブチル化反応によって
得ることができるもので、液晶ポリマーやスーパーエンジニアリングプラスチック等の原
料として利用されている。
【０００３】
従来、ＴＢＢＰの脱ブチル化反応によって、ＢＰを製造する方法として、回分反応による
製造方法が知られている（例えば、特許文献１参照）。ＴＢＢＰの酸触媒存在下での脱ブ
チル化反応は逐次的に進行し、トリ－ｔ－ブチルビフェノール、ジ－ｔ－ブチルビフェノ
ール、モノ－ｔ－ブチルビフェノール及び４，４’－ビフェノールがこの順序で逐次、生
成するが、ｔ－ブチル基の数が少なくなるほど、脱ブチル化の反応速度が遅くなる。特に
、モノ－ｔ－ブチルビフェノールを高収率で脱ブチル化するためには、反応温度を２５０
℃以上の高温にするか、又は反応時間を長くする等、反応条件を過酷にする必要がある。
更に、最終的に生成するＢＰは反応溶媒に対する溶解度が大幅に小さくなるので、反応溶
媒への生成物の析出を抑制するために、反応溶媒を大量に用いる等の対策も必要とされる
。
【０００４】
一方、一般に、化学品を工業的に多量に製造するには、回分法よりも連続法によることが
経済的に有利であり、そこで、直列に配設した多段の反応槽を用いて、反応溶媒中でＴＢ
ＢＰを脱ブチル化して、ＢＰを連続的に製造する方法が既に提案されている（例えば、特
許文献２参照）。このように、直列に配設した多段の反応槽を用いるＴＢＢＰの連続的脱
ブチル化反応に際しても、上記逐次反応に伴う問題点の解決が必要である。そこで、上記
方法においては、反応溶媒として、ジエチルベンゼン等の置換芳香族炭化水素を用いると
共に、酸触媒を各段の反応槽に分割添加することによって、上述した逐次反応に伴う問題
点の解決を図ろうとしている。
【０００５】
しかし、上記方法によれば、上述したように、各段の反応槽への触媒の分割添加を必要と
して、反応操作が煩雑であり、更に、用いる触媒に起因して、反応生成物中に着色性の不
純物が混入するので、反応終了後、得られた反応混合物をアルコール系混合溶剤による洗
浄等の精製工程を必要とする。そのうえ、上記方法においては、原料として、２，６－ジ
－ｔ－ブチルフェノールからの酸化カップリング反応の反応混合物であるブチルフェノー
ル類を含む粗製（未精製）ＴＢＢＰを用いる場合には、反応溶媒がブチルフェノール類と
ジエチルベンゼン等のような置換芳香族炭化水素との混合物となり、それに伴い、反応後
の溶剤の分別回収も煩雑となる。
【０００６】
【特許文献１】
特開昭６３－３０１８３７号公報
【特許文献２】
特開平５－３３１０８７号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、直列に配設した多段の反応槽を用いるＴＢＢＰの連続脱ブチル化反応における
上述した問題を解決して、比較的穏和な反応条件下に４，４’－ビフェノールを収率、効
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率共によく連続的に製造する方法を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、直列に配設した２段以上の多段の反応槽を用いると共に、フェノール、
モノアルキルフェノール、ジアルキルフェノール及びトリアルキルフェノール（但し、こ
れらのモノアルキルフェノール、ジアルキルフェノール及びトリアルキルフェノールから
なるアルキルフェノールにおけるアルキル基の炭素原子数はそれぞれ独立に１～４の範囲
である。）から選ばれる少なくとも１種を、原料である３，３’，５，５’－テトラ－ｔ
－ブチル－４，４’－ビフェノール１モル部に対して、少なくとも０．５モル部を、各反
応層に添加溶媒として供給しつつ、３，３’，５，５’－テトラ－ｔ－ブチル－４，４’
－ビフェノールを反応溶媒中、酸触媒の存在下に脱ブチル化反応を連続的に行って、４，
４’－ビフェノールを製造する方法において、後段の反応槽への添加溶媒が前段の反応槽
への添加溶媒よりも平均アルキル基数のより小さいものであることを特徴とする４，４’
－ビフェノールの製造方法が提供される。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明において、「後段の反応槽」と「前段の反応槽」とは隣接しており、従って、後段
の反応槽は前段の反応槽の直後の反応槽を意味する。また、「添加溶媒」とは、フェノー
ル、モノアルキルフェノール、ジアルキルフェノール及びトリアルキルフェノール（但し
、これらのモノアルキルフェノール、ジアルキルフェノール及びトリアルキルフェノール
からなるアルキルフェノールにおけるアルキル基の炭素原子数はそれぞれ独立に１～４の
範囲である。）から選ばれる少なくとも１種であって、各反応層に添加する溶媒をいう。
但し、第１の反応槽に供給する原料ＴＢＢＰ溶液が上記添加溶媒に含まれる溶媒、即ち、
フェノール、モノアルキルフェノール、ジアルキルフェノール及びトリアルキルフェノー
ル（但し、これらのモノアルキルフェノール、ジアルキルフェノール及びトリアルキルフ
ェノールからなるアルキルフェノールにおけるアルキル基の炭素原子数はそれぞれ独立に
１～４の範囲である。）から選ばれる少なくとも１種を有する場合には、その溶媒は第１
の反応槽への添加溶媒に含めることとする。第２の反応槽及びそれ以降の反応槽への添加
溶媒は、より前段の反応槽からの反応混合物に含まれる溶媒とは別に、その第２の反応槽
及びそれ以降の反応槽に添加する上記溶媒をいう。他方、「反応溶媒」とは、その反応層
が有するすべての溶媒をいい、従って、第１の反応槽においては、反応溶媒は添加溶媒と
同じである場合もあり、相違する場合もあるが、第２の反応槽及びそれ以降の反応槽にお
いては、添加溶媒とは相違する。
【００１０】
また、本発明において、添加溶媒の「平均アルキル基数」とは、上記定義した添加溶媒に
ついて、フェノールとアルキルフェノールの総モル数に対する置換アルキル基の総モル数
の割合で示される平均値である。具体的には、例えば、フェノールは平均アルキル基数０
であり、モノブチルフェノールは１、ジブチルフェノールは２、トリブチルフェノールは
３である。従って、フェノール１モル部とモノブチルフェノール１モル部との混合溶媒は
、平均アルキル基数０．５であり、モノブチルフェノール１モル部とジブチルフェノール
１モル部との混合溶媒は、平均アルキル基数１．５である。
【００１１】
本発明によれば、ＴＢＢＰの脱ブチル化反応は、直列に配設した２段以上の多段の反応槽
を用いると共に、各反応層に上記添加溶媒を供給しつつ、酸触媒の存在下に反応溶媒中で
連続的に行われる。ここに、上記２段以上の反応槽は、独立した反応槽が相互に直列に配
設されていてもよく、また、単一の反応容器の内部を複数の反応区域に直列に区分して、
これら反応区域によってそれぞれの反応槽が形成されていてもよい。
【００１２】
本発明によれば、原料ＴＢＢＰは、触媒と共に第１の反応槽に供給される。原料ＴＢＢＰ
は、第１の反応槽に連続的に一定の割合で供給できる性状であれば、どのような性状であ
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ってもよいが、通常、適宜の有機溶媒に溶解した原料溶液として、第１の反応槽に連続的
に一定の割合で供給される。このような原料溶液に含まれる有機溶媒、特に、原料溶液を
調製するために用いる有機溶媒は、本発明における脱ブチル化反応を阻害しないものであ
れば、特に制限はなく、例えば、フェノールやアルキルフェノール等が用いられ、特に好
ましくは、ブチルフェノールが用いられる。しかし、芳香族炭化水素も、必要に応じて、
用いられる。
【００１３】
従って、本発明においては、そのような原料溶液としては、例えば、精製ＴＢＢＰをブチ
ルフェノールや、ブチルフェノールとフェノールとの混合溶媒に溶解した溶液（以下、精
製ＴＢＢＰ溶液という。）や、フェノールとイソブチレンをアルミニウムフェノキサイド
の存在下に反応させて、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノールを生成せしめ、これを単離す
ることなく、得られた反応混合物をそのままアルカリ触媒の存在下に反応させ、ＴＢＢＰ
を生成させてなる、溶媒を含有したままの反応生成物（以下、「粗製ＴＢＢＰ溶液」とい
う。）等が用いられる。
【００１４】
上記精製ＴＢＢＰ溶液を得るための有機溶媒である上記ブチルフェノールとしては、ｐ－
ｔ－ブチルフェノール、ｏ－ｔ－ブチルフェノール等のモノ－ｔ－ブチルフェノールや、
２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール、２，４－ジ－ｔ－ブチルフェノール等のジ－ｔ－ブ
チルフェノール、２，４，６－トリ－ｔ－ブチルフェノール等のトリ－ｔ－ブチルフェノ
ール等が好ましく用いられる。これらのモノ、ジ又はトリブチルフェノールは、単独で、
又は２種以上の混合物として用いられる。前述したように、精製ＴＢＢＰ溶液を得るため
の有機溶媒であるこれらのモノ、ジ又はトリブチルフェノールは、本発明においては、第
１段の反応層への添加溶媒に含めることとする。しかし、本発明によれば、精製ＴＢＢＰ
溶液を得るための有機溶媒であるこれらのブチルフェノールとは別に、第１段の反応層に
添加溶媒を供給してもよい。
【００１５】
このように、原料溶液として、精製ＴＢＢＰ溶液を用いる場合、第１段への添加溶媒の量
は、特に制限はないが、通常、２０～２００重量％の範囲、好ましくは、７０～１００重
量％の範囲である。
【００１６】
他方、前記粗製ＴＢＢＰ溶液は、上述したように、それ自体で溶媒を含有している。即ち
、粗製ＴＢＢＰ溶液は、反応によって生成したＴＢＢＰと共に、例えば、フェノール約１
重量％、ｏ－ｔ－ブチルフェノール約５重量％、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール約１
５重量％、２，４，６－トリ－ｔ－ブチルフェノール約１５重量％等を溶媒として当初か
ら含有している。このように、粗製ＴＢＢＰ溶液が当初から含有しているこれらのフェノ
ールやモノ、ジ又はトリアルキルフェノールも、本発明においては、添加溶媒に含めるこ
ととする。そこで、本発明において、原料ＴＢＢＰの溶液として、粗製ＴＢＢＰ溶液を用
いる場合には、第１の反応槽への原料溶液の供給に際して、通常、新たに添加溶媒を供給
しなくともよいが、しかし、必要に応じて、新たに添加溶媒を供給してもよい。
【００１７】
本発明において、添加溶媒としては、前述したように、フェノール、モノアルキルフェノ
ール、ジアルキルフェノール及びトリアルキルフェノール（但し、これらのモノアルキル
フェノール、ジアルキルフェノール及びトリアルキルフェノールからなるアルキルフェノ
ールにおけるアルキル基の炭素原子数はそれぞれ独立に１～４の範囲である。）から選ば
れる少なくとも１種が用いられる。ここに、本発明によれば、上記アルキルフェノールの
好ましい具体例として、例えば、ｐ－ｔ－ブチルフェノール等のｔ－ブチルフェノール、
クレゾール類のようなメチルフェノール、キシレノール類のようなジメチルフェノール、
モノ及びジエチルフェノール、モノ及びジプロピルフェノール、モノ、ジ及びトリブチル
フェノール等を挙げることができる。しかし、本発明によれば、アルキルフェノールとし
て、特に、モノブチルフェノール、ジブチルフェノール及びトリブチルフェノールから選
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ばれる少なくとも１種が好ましく用いられ、なかでも、モノブチルフェノール、特に、モ
ノ－ｔ－ブチルフェノールが好ましく用いられる。
【００１８】
本発明においては、直列に配設した２段以上の多段の反応槽を用いると共に、各反応層に
添加溶媒を供給しつつ、ＴＢＢＰの脱ブチル化反応を反応溶媒中で連続的に行うに際して
、上記２段以上の多段の反応槽の前段から後段に至るに従い、上記添加溶媒として、その
平均アルキル基数のより小さいものが用いられる。即ち、本発明によれば、後段の反応槽
への添加溶媒としては、前段の反応槽への添加溶媒よりも平均アルキル基数のより小さい
ものが用いられる。従って、反応装置が２段の反応槽からなる場合には、第２の反応槽に
は、第１の反応槽への添加溶媒よりも、平均アルキル基数のより小さいフェノール、アル
キルフェノール又はこれらの混合物が供給される。
【００１９】
従って、本発明によれば、後段の反応槽への添加溶媒としては、前段の反応槽への添加溶
媒にもよるが、場合によっては、単一の溶媒を用いることができ、また、場合によっては
、種々のアルキルフェノールを、必要に応じて、フェノールと共に混合し、所要の平均ア
ルキル基数を有せしめて、これを添加溶媒として用いることもできる。このように、種々
のアルキルフェノールを、必要に応じて、フェノールと共に混合して、所要の平均アルキ
ル基数を有する添加溶媒とする場合には、好ましくは、ブチルフェノールとフェノールの
混合物が好ましく用いられ、特に、ｐ－ｔ－ブチルフェノールとフェノールの混合溶媒が
好ましく用いられる。
【００２０】
より具体的には、例えば、反応装置が直列に配設した２段の反応槽からなる場合、第１の
反応槽においては、ＢＰの生成率が低いので、平均アルキル基数の大きい添加溶媒として
、例えば、平均アルキル基数０．８～３の範囲、好ましくは、１～２の範囲の添加溶媒が
用いられる。他方、第２の反応槽においては、ＢＰの生成率が高いので、平均アルキル基
数０～０．５の範囲、好ましくは、０～０．２の範囲の添加溶媒が供給される。
【００２１】
従って、本発明によれば、好ましい態様として、前段の反応槽では、ブチルフェノール含
有量がより多く、平均アルキル基数のより高い添加溶媒が用いられ、後段の反応槽では、
フェノール含有量がより多く、平均アルキル基数のより小さい添加溶媒が用いられる。
【００２２】
更に、本発明によれば、各反応槽において、添加溶媒は、原料ＴＢＢＰ１モル部に対して
、少なくとも０．５モル部が用いられる。各反応槽において、添加溶媒の量が原料ＴＢＢ
Ｐ１モル部に対して、０．５モル部よりも少ないときは、目的とするＢＰを効率よく、且
つ、収率よく得ることが困難であるからである。従って、例えば、反応装置が２段の反応
槽からなるときは、第１の反応槽では、原料ＴＢＢＰ１モル部に対して添加応溶媒が０．
５～５モル部の範囲で用いられると共に、第２の反応槽では、原料ＴＢＢＰ１モル部に対
して、添加溶媒が０．５～３モル部の範囲で用いられることが好ましい。特に、第１の反
応槽では、原料ＴＢＢＰ１モル部に対して添加溶媒が２～３モル部の範囲で用いられると
共に、第２の反応槽では、原料ＴＢＢＰ１モル部に対して添加溶媒が１～２モル部の範囲
で用いられることが好ましい。
【００２３】
本発明において、各反応槽が有するすべての溶媒、即ち、反応溶媒の総量は、特に制限は
ないが、各反応槽で得られた反応混合物の移送及び容積効率の観点から、通常、原料ＴＢ
ＢＰに対して、１～１０モル部の範囲、好ましくは、３～５モル部の範囲である。反応溶
媒とは、前述したように、その反応層が有するすべての溶媒をいい、従って、例えば、反
応層が第１と第２の反応層とからなる場合であれば、第１の反応層については、添加溶媒
を含め、原料ＴＢＢＰ以外のすべての溶媒をいい、第２の反応層については、第１の反応
層からの反応混合物中のすべての溶媒と添加溶媒とをいう。
【００２４】
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次に、本発明によれば、脱ブチル化反応の触媒として、酸触媒が用いられる。この酸触媒
の具体例としては、例えば、ｐ－トルエンスルホン酸、ベンゼンスルホン酸等の有機スル
ホン酸、硫酸等の無機酸類、アルミニウムフェノキシド類、塩化アルミニウム、塩化鉄等
のルイス酸等を挙げることができる。なかでも、ｐ－トルエンスルホン酸が好ましく用い
られる。
【００２５】
このような酸触媒の使用量は、原料として、精製ＴＢＢＰを用いる場合は、精製ＴＢＢＰ
に対して、通常、０．０５～５重量％の範囲であり、好ましくは、０．１～２重量％の範
囲である。一方、原料として、前記粗製ＴＢＢＰを用いる場合、粗製ＴＢＢＰは、通常、
アルカリ触媒を含有しているので、上記の場合に比べて、上記アルカリ触媒の中和に要す
る量を増やして用いられる。　本発明においては、酸触媒は、反応系に連続的に供給する
が、第１の反応槽にのみ供給してもよいし、各反応槽に分割して供給してもよい。しかし
、反応操作の簡便さから、第１の反応槽にのみ供給するのが好ましい。
【００２６】
ＴＢＢＰの脱ブチル化の反応温度は、通常、１５０～２５０℃の範囲であり、好ましくは
、１８０～２３０℃の範囲であり、最も好ましくは、２００～２２０℃の範囲である。特
に、本発明によれば、ＢＰの生成率を高める観点から、前段から後段の反応槽に至るに従
って、その反応槽の反応温度を高くすることが好ましい。また、各反応槽における反応は
、常圧下で行ってもよく、また、例えば、０．００１～０．０５ＭＰａ（ゲージ圧）の圧
力下に行ってもよい。
【００２７】
本発明によれば、反応装置における反応槽の段数は、反応の制御と経済性の点から、通常
、２～５段の範囲が好ましい。また、このような多段の反応槽における滞留時間は、全段
での総滞留時間として、５～２５時間、好ましくは、１０～２０時間程度であり、各段の
反応槽での滞留時間は、各反応槽での反応温度と転化率の選び方にもよるが、通常、後段
の滞留時間を短く設定するのが、収率と品質上好ましい。
【００２８】
図１は、直列に配設した第１の反応槽１と第２の反応槽２とからなり、本発明において好
ましく用いることができる連続反応装置の一例である。この反応装置によれば、前述した
ように、第１の反応槽１に原料ＴＢＢＰ溶液と酸触媒と、必要に応じて、新たな添加溶媒
が連続的に供給され、この第１の反応槽１において得られた反応混合物は、連続して第２
の反応槽２に送られる。ここに、本発明によれば、第１の反応槽１における添加溶媒より
も平均アルキル基数のより小さい添加溶媒が第２の反応槽２に連続して供給される。かく
して、第２の反応槽２から目的とするＢＰを含む反応生成物が連続して得られる。各反応
槽において、原料から離脱したイソブチレンは、反応槽の塔頂から反応系外に放出される
。
【００２９】
【実施例】
以下に実施例を挙げて本発明を説明するが、本発明はこれら実施例により何ら限定される
ものではない。
【００３０】
実施例１
攪拌機、温度計及び圧力計を備えた１Ｌ容量のガラス製オートクレーブ２基を直列に接続
して、図１に示すような連続装置を組み立てた。この第１の反応槽に温度２１０℃及び圧
力０．０５ＭＰａ（ゲージ圧）の条件下にＴＢＢＰ６５重量％、２，６－ジ－ｔ－ブチル
フェノール１５重量％、ｏ－ｔ－ブチルフェノール４重量％及び２，４，６－トリ－ｔ－
ブチルフェノール１４重量％からなる粗製ＴＢＢＰ溶液を６０ｇ／時間、ｐ－トルエンス
ルホン酸（触媒）を０．３６ｇ／時間及びｐ－ｔ－ブチルフェノールを２１ｇ／時間の割
合でそれぞれ供給した。ここに、上記粗製ＴＢＢＰ溶液に含まれる溶媒であるｏ－ｔ－ブ
チルフェノールと２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノールと２，４，６－トリ－ｔ－ブチルフ
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ェノールは、ｐ－ｔ－ブチルフェノールと共に第１の反応槽への添加溶媒であり、従って
、第１の反応槽における添加溶媒の平均アルキル基数は１．５であった。
【００３１】
同時に、第２の反応槽に温度２２０℃及び圧力０．０５ＭＰａ（ゲージ圧）の条件下に添
加溶媒としてフェノール（平均アルキル基数は０）を１５ｇ／時間の割合で供給した。従
って、第２の反応槽への添加溶媒の平均アルキル基数は０であった。
【００３２】
滞留時間は、第１の反応槽及び第２の反応槽それぞれにおいて８時間であり、総滞留時間
は１６時間であった。各反応槽における反応混合物の組成が安定した後、第１の反応槽及
び第２の反応槽から流出した反応混合物をガスクロマトグラフィーで分析した結果、第１
の反応槽から流出した反応混合物中のＢＰの生成率は６５モル％であり、第２の反応槽か
ら流出した反応混合物中のＢＰの生成率は９５モル％であった。また、反応中の各反応槽
からの反応混合物の移動は円滑であった。ここに、ＢＰの生成率は、（生成したＢＰのモ
ル数／用いたＴＢＢＰのモル数）×１００（％）で定義される（以下、同じ）。
【００３３】
実施例２
第２の反応槽にフェノールを１３ｇ／時間、ｐ－ｔ－ブチルフェノールを２ｇ／時間で、
それぞれ添加溶媒として供給した以外は、実施例１と同様にして、連続反応を行った。従
って、第１の反応槽における添加溶媒の平均アルキル基数は、実施例１と同じく、１．５
であり、第２の反応槽への添加溶媒の平均アルキル基数は０．１であった。
【００３４】
各反応槽における反応混合物の組成が安定した後、第１の反応槽及び第２の反応槽から流
出した反応混合物をガスクロマトグラフィーで分析した結果、第１の反応槽から流出した
反応混合物中のＢＰの生成率は６５モル％であり、第２反応槽から流出した反応混合物中
のＢＰの生成率は９２モル％であった。また、反応中の各反応槽からの反応混合物の移動
は円滑であった。
【００３５】
実施例３
第１の反応槽の反応温度を２１５℃とし、第１の反応槽にｐ－ｔ－ブチルフェノールを１
８ｇ／時間、フェノールを３ｇ／時間で、それぞれ添加溶媒として供給した以外は、実施
例１と同様にして連続反応を行った。従って、第１の反応槽における添加溶媒の平均アル
キル基数は１．３であり、第２の反応槽への添加溶媒の平均アルキル基数は０であった。
【００３６】
各反応槽における反応混合物の組成が安定した後、第１の反応槽及び第２の反応槽から流
出した反応混合物をガスクロマトグラフィーで分析した結果、第１の反応槽から流出した
反応混合物中のＢＰの生成率は６８モル％であり、第２反応槽から流出した反応混合物中
のＢＰの生成率は９４モル％であった。また、反応中の各反応槽からの反応混合物の移動
は円滑であった。
【００３７】
実施例４
実施例１において、粗製ＴＢＢＰ溶液に代えて、精製ＴＢＢＰのｐ－ｔ－ブチルフェノー
ル３５重量％溶液６０ｇ／時間、ｐ－トルエンスルホン酸０．３６ｇ／ｇに代えて、ｐ－
トルエンスルホン酸０．０６ｇ／ｇ、ｐ－ｔ－ブチルフェノール２１ｇ／時間に代えて、
ｐ－ｔ－ブチルフェノール１４ｇ／時間の割合で、それぞれ第１の反応槽に供給した以外
は、実施例１と同様にして、連続反応を行った。従って、第１の反応槽における添加溶媒
の平均アルキル基数は１であり、第２の反応槽への添加溶媒の平均アルキル基数は０であ
った。
【００３８】
各反応槽における反応混合物の組成が安定した後、第１の反応槽及び第２の反応槽から流
出した反応混合物をガスクロマトグラフィーで分析した結果、第１の反応槽から流出した
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のＢＰの生成率は９４モル％であった。また、反応中の各反応槽からの反応混合物の移動
は円滑であった。
【００３９】
比較例１
第１の反応槽の反応温度を２０５℃とし、第１の反応槽にフェノールを２１ｇ／時間の割
合で添加溶媒として供給すると共に、第２反応槽にｐ－ｔ－ブチルフェノールを１５ｇ／
時間の割合で添加溶媒として供給した以外は、実施例１と同様にして連続反応を行った。
。従って、第１の反応槽における添加溶媒の平均アルキル基数は　０．６であり、第２の
反応槽への添加溶媒の平均アルキル基数は１．０であった。
【００４０】
各反応槽における反応混合物の組成が安定した後、第１の反応槽及び第２の反応槽から流
出した反応混合物をガスクロマトグラフィーで分析した結果、第１の反応槽から流出した
反応混合物中のＢＰの生成率は７２モル％であり、第２反応槽から流出した反応混合物中
のＢＰの生成率は８３モル％であった。また、反応中の各反応槽からの反応混合物の移動
は円滑であった。
【００４１】
【発明の効果】
以上のように、本発明によれば、直列に配設した２段以上の多段の反応槽を用いると共に
、各反応層にフェノール、モノアルキルフェノール、ジアルキルフェノール及びトリアル
キルフェノールから選ばれる少なくとも１種を添加溶媒として各反応層に供給しつつ、Ｔ
ＢＢＰを反応溶媒中、酸触媒の存在下に脱ブチル化反応を連続的に行って、ＢＰを製造す
る方法において、後段の反応槽への添加溶媒の平均アルキル基数を前段の反応槽への添加
溶媒の平均アルキル基数よりも小さくすることによって、比較的穏和な反応条件下に目的
とするＢＰを効率、収率共によく得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明において好ましく用いることができる連続反応装置の一例を示す。
【符号の説明】
１…第１の反応槽
２…第２の反応槽
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